






































































































1 枚か 2 枚……1 枚は少ないな、まあ 2 枚ぐらいの文章が書けるようになってほ
しい」と表現するようにしました。2 枚書けば 4000 字弱ですね。それを「2 枚前
後の文章を書こうと思っています」とぼやかした。A4 用紙 2 枚と言うと、書け























































































































































































































第 1 章、第 2 章以降はもっぱら、この「はじめに」で提出した論理の筋道を証
明したり補強したりするために使うことになります。第 1 章では、理由を支える
証拠の 1 つ目を出し、「この証拠は信頼できるんだ」とひたすら述べます。第 2
章では 2 番目の証拠を出して、「この証拠も理由をしっかり支えていますよ」と
述べます。第 3 章でも同じようにやります。お望みであれば、第 4 章でも同じよ
うにやります。第 5 章、第 6 章とやってもいいわけですが、それだと 4000 字ど

























その一方で、YES or NO で答えが出る問題を考える人もいます。例えば「大学
の講義の時間は 90 分で適切か」。これは YES or NO で答えが出ますよね。ある
いは「オリンピックのスポーツドクターは無償で募集すべきか」。これも「はい、








































































































務時間は平日 1 日あたり 11 時間 15 分、中学校教諭は、11 時間 32 分。土日の勤
務時間は小学校教諭が 1 時間 7 分、中学校教諭は 3 時間 22 分」、大変な負担です
ね。「ここに自宅に持ち帰っての残業は含まれていない。調査を業務別に見ると、





























「学生の英語力向上」を論じた A さんは、第 1 章以降をどう展開したか、煩わ


























































































最初 10 分と思ったんですが、10 分はあっという間に経ってしまうかと思います







































からないけれども、How 型なのか Why 型なのか、あるいは 1 つのことに対して










































































































































































































































































































「How」「Wh」「YES or NO」、そして「Why」という 4 つの疑問の立て方がある
と説明するんです。なんで 4 つかというのは、話は簡単で、英語の疑問詞がこれ
だけしかないんです。日本語だと、疑問は終助詞の「か」がつけば表せるので、
























































































































私は 80 字が限界、カタカナとか外国語が入るとまた違うんですが、80 字が限界。



































































































































































































































連続講演会、シンポジウムは、2016 年から 17 年、18 年と、3 年間続けて催して
きたものなんです。これは、センターが 10 周年、そして学園が 100 周年という
ことを記念して行なったものです。この 100 周年の後、また成城大学は続いてい
くわけですが、次の 100 年というのはどのような教育をするかというようなとこ






それから、今回の FD ワークショップも開設 10 周年記念事業に組み入れていま





































成城大学の共通教育研究センターも、これから 10 年、20 年と、新たなことを
やっていかなければいけません。大学教育も、今本当にコロコロと変わっていく
ところもありますので、そういうものに皆さんのご意見をいろいろと賜って、こ
れからまた 10 年というところで、次のものを見つめていきたいと思っておりま
す。そういう面で、皆さん是非またいらしていただいて、事ある毎にセンターの
運営にご協力いただければ大変ありがたいと思います。今後とも、どうぞ宜しく
お願い致します。
飯間先生、今日はありがとうございました。
皆さん、ありがとうございました。
【司会　阿部】　ありがとうございました。
次回、この FD ワークショップ、また来年度企画しております。時期は、この
時期なのか、もっと早い時期になるかもしれませんが、またご案内申し上げます
ので、その節にはご参集していただければと思います。
本日は、少し長丁場になり申し訳ございませんでしたが、以上で、FD ワーク
ショップ「表現教育の可能性」を終了したいと思います。
皆様、本日は、ありがとうございました。
【了】
